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ラルな雰囲気づくりの助けとなっていたので
しょう。こうしたことは，「権威」に凭れない
という私の気性に合い，人間形成にも役立ち
ました。
　スライドでお見せしている『癌細胞の抗原
性』（日本病理学会，1957年，南山堂）は，当
時の武田病理学での「がん免疫」の集大成を出
版したものです。
　私が担当したのは「がん免疫血清抗体の探
求」， ４ 人のグループで実験しました。いち
ばん若い私がグループの責任者。 5年先輩の
医学部トップ卒業の方も仲間でしたが，趣味
が漫画を描くこと。凡才な後輩の私を支え，
楽しい雰囲気づくりに気配りをしてください
ました。 彼から， 人間としての謙譲
（decency）を学びました。
　吉田肉腫や「武田肉腫」（武田研究室で新た
につくったラット腹水がん細胞）を腹水に浮
かべているラットやマウスたちも，実験仲間
でした。彼らの腹腔に肉腫細胞を注入すると，
腹水でお腹が膨らみ， 7日前後で亡くなりま
す。可哀想にと思いました。せめても生きて
いる間だけはと，大切に飼育しました。彼ら
は，実験成功の恩人でもありますね。あの無
垢な眼やしぐさは，いまでもハッキリと覚え
ています。
　かの「吉田肉腫」の吉田富三教授（東大病理
学）や，緒方洪庵の直系の家柄の緒方知三郎
教授（東大病理学）や緒方富雄教授（東大血清
学）が研究室に再三お見えになり，その「洪庵
物語」は，私の「徳川時代の蘭学受容の歴史」
への関心の動機となりました。
　病理学講座ですから，病理解剖や病理組織
診断あるいは大学病院医局との症例検討など
も経験しています。そのころに愛読した
NEJM連載の「CASE�RECORDS�OF�THE�
MASSACHUSETTS�GENERAL�HOSPITAL」

はいまも読んでいます。
　病理解剖などから学んだことは，大学病院
も，ときには「診断の誤り」があるということ，
つまり臨床医療は万能ではない，さらに敷衍
すると，科学は「たえず己を更新する努力に
こそ真の意味と価値が存在する」ということ
でした。これに関連した「箴言」のような言葉
をスライドにしておきました。

　「�哲学とは，おのれ自身の端緒がたえず�
更新されてゆく経験である」

� （メルロ＝ポンティ）
　「私の境界が私の世界の境界を意味する」
� （ウィットゲンシュタイン）
　「�臨床医はしばしば，疑いと不確実さの�

中で仕事をし，蓋然性に基づいて�
決定を下し，診療行動を起こす。�
自身の意見を，断定の形ではなく，�
仮説として述べる習慣を養うこと，�
つまりメタ意識が大切である。�
＜医師は，彼自身が治療である＞と�
いう昔から課せられた責任に対し全力�
を尽くすことが責務である」

� （Cecil内科学第1４版。意訳方波見）

　がん免疫の研究生活で学び得た事柄を述べ
ておきます。
　先ずは，学問あるいは＜知＞の新しい地平
を拓く初々しい意欲と試行錯誤を繰り返す根
性の大切さの再確認でした。
　そのためには，文献の探索と緻密な計画つ
まりは，地に足の着いた実証的思考の積み重
ねと忌憚のない討論の必要性です。また，世
界の最先端研究につながろうとする意欲と視
野の広さも学びました。
　当時（1950年代）のがん免疫研究は日本でも
世界各国でも黎明期，わが国では武田研究室
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が中心的な役割を担っていました。そして，
その学問的志は継承され，世界で活躍する多
くの研究者を輩出しています。私たちグルー
プの研究は，放射性ヨウ素を使ったがん免疫
血清抗体の証明でした。その成果が出始めた
ところで，私の人生は大きく変転しました。
父の病が重くなり，生まれ故郷の医院を引き
継ぐことになったのです。
　10数年ぶりで帰郷した私には，故郷での
日々は「異邦人」体験のようなものでした。し
かし日を逐うにつれ，大学とは異質な新たな
発見がありました。拙著『生老病死を支える
─地域ケアの新しい試み─』（岩波新書）を引
用しておきます。

　「開業医としての診療には，何よりもまず，
生きた人間との出会いがあった。地域に住み
つき，生活する，生まれも育ちも顔つきも違
う，「まるごとの人間」から始まるのが町医者
の医療であった。
　人間存在という，とてつもない大きな文脈
の中で「病める人」を捉える姿勢に開業医の存
在意義がある。
　生まれ故郷をフィールドとして，開業医の
「医療方法論」の地平を拓くことを生涯の課題
としたい。」
　課題はいまも，がん免疫研究の経験も参考
にしながら，「プライマリ・ケア方法序説」の
構築として続行中です。

古い本の紹介

　江戸幕府は一貫して遊郭と歌舞伎を「二大悪所」として厳しく取り締まった。一方，ご政
道を批判したり贅沢な装丁の読み物を発禁処分にした。中でも天保改革（18４1～18４3）では，
当時北町奉行の遠山左衛門尉景元が老中水野忠邦の命により春本を徹底的に取り締まった。
　─北町奉行所は現在の東京駅八重洲口に在った。
　柳亭種彦作　歌川国貞画の「偐
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」が大奥内部を連想させる描写と，過剰な装

丁が空前絶後の評判になったものの絶版処分になった。種彦は旗本であったために自死に
追い込まれた。
� （神保勝一）
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「人間の医学」記念号特集

ITを中心に例会を企画

天野　一夫（世話人）

　「人間の医学」が最後になると伺いました。
　私は過去に幾つか例会の企画に関係させて
いただきましたので，曖昧な記憶をもとにそ
れらを振り返ってみたいと思います。
　最初の企画は�1998（平成10）年 ４月の第386
回例会の「医療と情報」でした。単なる講演会
では面白くないと思い，会場を昔のNTT本
社ビル（帝国ホテルの隣）に設定しました。30
名ほどの参加者がそれぞれパソコンに触りな
がら，インターネットの指導を受けたのは壮
観でした。この時，初めてインターネットを
体験された先生も多いのではないかと思いま
す。この時の最後の演者は，元医療情報学会
の会長で日本の第一人者の開原成允先生でし
た。その演題はズバリ「医療は情報」でした。
これに対して永井友二郎先生は，医療にコン
ピュータが入ってくることで，医者患者関係
が機械的なものになってくることを危惧され
ておりました。
　1999（平成11）年 7月の第�４00回記念例会は，
「実地医家と医療情報」をメインテーマとして
如水会館で行なわれました。当時は「情報開
示」が大きな潮流となっていました。演者の
大熊由紀子氏（朝日新聞社論説委員）の祖父は
医者でしたが大腸癌になりました。自身でカ
ルテをつくり，指示を出し，自分の死後の問

題まで整理して，毅然とした態度で死を迎え
ました。このような経験から，医療における
情報開示は必要と話されました。
　また，唄孝一氏（日本医事法学会）は，診療
情報の提供とカルテ開示という問題を捉え，
法制化の必要性を訴えました。
　私が大学の外科にいたころは「癌」の病名は
患者さんに知らせないのが基本でした。今は
患者さんに知らせるのが基本。患者さんに下
駄を預けるのですから，医者は楽になったと
も言えると思います。
　2001（平成13）年 7月の第４22回例会は，「実
地医家のIT革命」と銘打って，佐々木明先生
の，ネット接続のデモ，渡邉武先生のレセプ
トコンピュータの話などが出ました。なかな
か接続できなくて佐々木先生が四苦八苦して
いたことを思い出します。当時のネット接続
の状況は不安定で，速度も遅く，今のように
サクサクとはいかなかったのです。その時の
自由交見ではレセコン関連の議論で盛り上が
りました。
　そこで，平成13年12月の第４26回例会では
「オンライン・レセプトコンピュータを学ぼ
う」という企画が立てられ，日医総研の上野
智明氏が解説されました。実地医家メーリン
グリストをつくったのは確かこの年だと思い
ます。平成1４年から15年にかけての冬は，
メーリングリストで「インフルエンザ」の話題
で盛り上がり，大変参考になりました。
　これを受けて，2003（平成15）年 ４ 月の第�

私と実地医家のための会

氏名の五十音順に掲載
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４４2回例会では「今季のインフルエンザとＥ
メール交見」として，メーリングリストでの
議論が総括されました。
　2005（平成17）年 ４ 月は「実地医家とコン
ピュータ」として電子カルテを取り上げまし
た。電子カルテをつくっている，検査会社の
B社とS社に講演してもらいました。手書き
での入力は可能か？　などの質問に対して，
B社は適切に答えがあったのに対して，S社
は検討中ですという答えで，腰が引けている
という印象をもちました。その後，S社の電
子カルテの話は聞こえてきません。
　以上，私の興味の中心はITであり，それ
を中心に例会を企画してきました。コン
ピュータは実地医家のための会の本流ではあ
りません。ある先生に「あんたはユダだ」と言
われました。当初なんのことか分かりません
でしたが，あっそういうことか，と合点した
のは後の話です。
　IT以外にもいくつかの例会を企画させて
いただきました。「開業医の生活と意見」では
開業されている先生の多くが生まれ変わって
もまた開業医をやりたいと答えていたのが印
象に残っています。
　「笑いと医療」では，例会場に高座をつくり，
医者で落語家の先生に一席ぶってもらおうと
企画したのですが，途中で話がぽしゃってし
まったのは残念でした。また，笑いのメカニ

すべてのご縁に心から感謝

今本千衣子（会員）

　私と実地医家のための会の出合いは11年前
です。2005（平成17）年に横浜で開催された日
本プライマリ・ケア学会主催のワークショッ
プの場で，田所（渡邉）直子先生と運命的な出

ズムを脳科学的に説明してもらおうと，脳科
学者に講演を依頼したのですが，やはり途中
で話が立ち消えになってしまいました。仕方
なく門外漢の私が，笑いの脳メカニズムを本
やネットなどで調べて歯切れの悪い講演をす
ることになってしまいました。今でも冷や汗
が出る思いです。
　私の50代は実地医家のための会と一緒に歩
んで来た印象があります。例会を企画してみ
ないと，実地医家のための会の醍醐味はわか
らないと思います。また，コンピュータが一
本やりの男が，人間の医学を教えられてどう
にかバランスを保てているのもこの会のお陰
と感謝しております。
　いつの時だったでしょうか，世話人会に遅
れて参加したところ，後ろからつつく人がい
ます。「おい天野。きのうはすごかったな」。
そうは言われても何のことやら。聞くと前日
はプロレスの試合で血を見る戦いがあったと
のこと。勉強会に参加して，このような声を
かけられるなんて。一気にこの会が好きにな
りました。このほか，文人医者や，飛行機乗
りでボクサーにして医学書の著書多数という
一人で何人分も活躍している人などなど，味
のある諸先輩達と知り合えたのもこの会のお
陰と感謝しております。

（藤岡診療所／栃木県栃木市）

�
会いがあったことが始まりです。
　私は27歳で義父と一緒に地域での開業医生
活を始め，嫁として母としてもある意味では
何足もの草鞋を履きながら，気が付くと約20
年の月日がたっていました。義父を看取り，
義母を見送り，気が付くと４0代の半ば，これ
からの自分をどうしたら良いのか，それまで
の自分の生き方，働き方，学び方に自信を失
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いかけていました。
　何かを変えたくて日本プライマリ・ケア学
会のワークショップに参加をしました。
　「耳鏡，鼻鏡を使いこなそう」というワーク
ショップで，練習のパートナーとして出会っ
たのが田所直子先生でした。お互いの瞳を至
近距離で見つめながら，心の琴線に触れるも
のがあり，すぐに意気投合したことが昨日の
ことのように思い出されます。その田所直子
先生の勧めで，実地医家のための会に入会し
ました。それからは，毎月第 2日曜日には東
京医科歯科大学のカンファレンスルームに行
くのが私にとっては何よりもの楽しみになり，
物の見方考え方の視野が広がりました。自分
の転機となりました。
　“ための会”で，多くの素晴らしい方との出
会いに恵まれました。永井友二郎先生をはじ
め故・鈴木壮一先生，渡邉武先生，西林茂祐
先生，神保勝一先生，松坂勲先生，矢吹清人
先生，天野一夫先生，向平淳先生…本当に多

実地医家のための会との13年

岩㟢　康一（会員）

　2001（平成13）年から2011（平成23）年まで，
ご縁があって，出身地の国保診療所に勤務い
たしました。一人医師で病院勤務からの変化
に戸惑い，当初は寂しい思いがありました。
　そんな中，2003（平成15）年に当会を知り，
入会させていただきました。
　当時４0代になったばかりの，当会の中では
比較的若手で，永井友二郎先生，鈴木荘一先
生，渡邉武先生などの大御所の先生方に目を
かけていただき，薫陶を受けました。また同
年代の村田洋二先生，外山学先生とも知り合
えました。

くの先生方との貴重な出会いがありました。
女性医師として水野融先生，田所直子先生，
高藤早苗先生との楽しい語らいは，貴重で，
「遠く離れていても“ための会”に来れば必ず
いつかどこかで会えるよね」という思いを励
みに，お互いにここまで来られたように思い
ます。これまでのすべてのご縁に心から感謝
を申し上げます。
　「医の本道」を行く実地医家のための会は，
今だからこそ，今後もなくなってはいけない
会であり，この会の理念はこれからの若人に
伝えていくべき大切なものと私は強く思って
おります。会の形態が変わっても実地医家の
ための会の理念が，これからの迷える善良な
若き医師たちの北極星であらんことを願って
おります。
　今までありがとうございました。そして，
これからもよろしくお願いいたします。

（今本内科医院／北海道旭川市）

�
　そう，人間の医学……だんだんせちがらく
なってくる社会・医療の中で当会は非常に温
かくユーモアあふれる先生方が多く，例会な
どに出席するたびに，ほっとする思いでした。
　山梨県の自宅から御茶ノ水まで 2時間ほど
で，週末に気分転換がてら例会に出席できた
のも良かったと思います。
　当会への思い出はつきません。４0代で青年
の主張！！コンクールがあったり（でも，元
気で発表されていた山口志保子先生が若くし
て亡くなったり……）。
　鶴岡市での例会も懐かしい思い出です。秋
の庄内，藤沢周平記念館，WEB俳句会など
など。
　「人間の医学」の休刊は残念ですが，石橋幸
滋先生，皆様，今後ともよろしくお願いいた
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します。
（市立甲府病院総合内科）

�

宝石を糧にして 
−実地医家のための会と私−

黒羽根洋司（世話人）

　1986（昭和61）年，開業医としての第一歩を

実地医家のための会と 
人生の出会い

方波見康雄（会員）

　永井友二郎先生のご著書『日本語は美しい
美しい日本』を読みながら，ふと思い出した
のは，もう一人の永井先生だ。フルネームが
永井秀夫，東京大学文学部卒業，北海道大学
教授，文学部で日本史学・歴史学講座担当の
知る人ぞ知る碩学。定年退職後は，北海道大
学名誉教授，北海学園大学人文学部教授など
を歴任。2005年12月に逝去されている。この
方じつは，友二郎先生の弟さんなのだ。
　４0年以上も前のことだが，秀夫先生を私の
住む奈井江町にお招きしたことがある。その
ころ私は，町内の医師や歯科医師に声をかけ
て「奈井江町医療懇話会」を立ち上げ，医学部
の若手の研究者や外国特派員を経験した
ジャーナリスト，人類学者，詩人や文学者な
ど，多様な分野で活躍する方々のお話を聴く
催しを開いていた。そのお一人が秀夫教授
だった。人生の出会いとは，じつに不思議な
ものだ。
　実地医家のための会第４98回例会（ 2008年�
5 月11日）で「地域で共に診る─私の実践」と
題して認知症についてお話をしたことがある。

刻んだ時，私は次のような句を詠み，町医者
として生きる思いをしるした。
　生涯を故郷の凡医秋うらら
　稚拙な句に託したのは，生まれ故郷で自前
の医療がやれることの喜びと，ひそかな決意
であり責任であった。

故・鈴木壮一先生からのお声がかりだった。
そのとき，永井友二郎先生から分厚い一冊の
ご本『日本の近代化と北海道』（北海道大学出
版会）をいただいた。著者は秀夫教授。教授
ご逝去後に永井門下の研究者たちが，秀夫先
生の論文を「永井史学」として編纂したものだ。
ページをめくると，「北海道の自由民権運動」
「北海道と辺境論」「北海道と沖縄」など，時
代を洞察する卓越した論説が展開されていた。
この本の装幀者は須田照生さんがまた，奇し
くも拙著『いのちのメッセージ「まちのお医者
さん」が見つめる生老病死』（北海道新聞社）
の装幀も引き受けてくださった方だ。人生の
出会いとは，かくしてじつに不思議なものな
のだ。
　この拙著の題名「まちのお医者さん」とは，
実地医家のための会の創立理念に学んだもの
だ。その理念を書かれた永井友二郎先生直筆
の書は，いまも当院外来待合室に掲額してあ
る。会の解散は残念だが，理念の実践は，日
本のいたるところで展開されていくだろう。
　北海道例会やその他の行事，「人間の医学」
誌をとおしての会員のみなさまとの出会いに
感謝している。長いあいだ，ありがとうござ
いました。

（方波見医院／北海道空知郡）

�
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　そんな私が，「病気ではなく病人をみる」を
掲げるこの会の主旨に共鳴し，入会を果たし
たのは，開業の翌年からである。だが，例会
会場へのアクセスの悪さと時間的余裕のなさ
を理由に，しばらくは名を連ねるだけの時期
が続いた。
　参加する機会が飛躍的に伸びたのは，同郷
に上野欣一先生という同志を得てからである。
　参会するたびに知己は増え，会の魅力が次
第に私をとりこにしていった。
　画期的だったのは，神保勝一先生の推挽で
2003（平成15）年の創立４0周年記念式典で講演
を行ったことである。演題が「医療と言葉─
庄内弁にこだわって」，最前列には聖路加病
院名誉院長の日野原重明先生も座り，皇居で
御進講をする演者のように緊張した。
　その後も，「笑いの効用」をテーマにした例
会で問題提起をしたり，当会や日本プライマ
リ・ケア学会が編集する本の寄稿者の一人に

薬剤師からの発言の大切さを学ぶ

坂口　眞弓（準会員）

　日本プライマリ・ケア連合学会の薬剤師認
定制度委員会，多職種協働のあり方委員会な
どで石橋幸滋先生とご一緒し，石橋先生が代
表世話人をされている実地医家のための会に
準会員として入会させていただきました。
　昨年の 5 月例会では「薬剤師の地域におけ
る役割と医薬連携」についてお話しする機会
をいただき，そのあと，「薬局で開催する多
職種で協働した健康支援活動」というテーマ
でグループディスカッションをさせていただ
きました。その中で，素晴らしいアイデアの
支援活動が提案され，2015年に厚生労働省の
示した「健康サポートの取組」にあてはまるも

もなった。
　何にもまして印象深いのは，第52４回例会
（2010年10月）の開催を鶴岡で果たしたことで
ある。当地区医師会が誇る「医療連携システ
ム」を主題とした勉強会もさることながら，
翌日の海坂藩の歴史と秋を巡る市内散策は，
例会に風趣を添えたと自負している。
　このように，実地医家のための会は，とも
すれば単調になりがちな私の生活に刺激と楽
しみを与えてくれる，かけがえのない存在で
あった。師表とすべき優れた人たちとの出会
いは，生涯の貴重な財産となった。
　豊の秋町医者として三十年
　これは，この十月で開業医生活に終止符を
打った私を詠った妻の句である。この会が私
にくれた数々の宝物があるかぎり，私の新し
い人生は充実したものになると信じている。

（黒羽根整形外科/山形県鶴岡市）

のが多数ありました。また，講演内容を「人
間の医学」に掲載していただき，大変光栄に
思います。
　多職種協働委員会とコラボした栄養にテー
マをおいた研修会も魅力的で，毎回，楽しみ
でした。
　本会は，実地の学習の場としてありがたい
会でした。特に例会におけるディスカッショ
ンでは，医師をはじめとする他職種の，さま
ざまな地域での考えや実例を聞くことができ，
薬剤師という狭い視点からの見方を払拭する
ことができました。
　地域の多職種と連携・協働していかなけれ
ばいけない中，薬局薬剤師は出遅れている感
があります。本会で学んだ「あたりまえのこ
とをあたりまえに」連携していくこと，薬剤
師としてきちんと発言をしていくこと，たく

�
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さんの刺激をいただきました。今後も，ぜひ
ありがとうございました。続けていっていた

実地医家のための会に感謝

神保　勝一（世話人）

　私は昭和58（1983）年に，佐藤安正先生と
故・北川欣也先生のご紹介で入会いたしまし
た。今年で会員歴は31年になります。この間，
優れた諸先輩から非常に沢山のことを学ばせ
ていただきました。この度，本会会員の高齢
化と会員減少によって「人間の医学」を継続出
版することが困難となりました。記念号の出
版に当たって，思い出と感謝を述べたいと思
います。
　平成15（2003）年に本会創立４0周年を記念し
て著書『日本の開業医』を出版することになり
ました。全会員から「開業医からのメッセー
ジ」をご投稿いただいて掲載することいたし
ました。13年経過した今，読み返しても全て
のメッセージが素直に理解出来ます。医学の
道の普遍であることを感じました。「予期せ
ぬ事態」「医療と法律」を永井友二郎先生から，
「動脈硬化」を向平淳先生，「医療と言葉」を矢
吹清人先生，「腰痛」を佐藤安正先生，「脳血
管障害・痴呆」を高玉真光先生，「家庭血圧計」

「人間の医学」最終号の発行について

高玉　真光（世話人）

　私が実地医家のための会で「脳卒中のお話」
をさせていただいたのは1982（昭和57）年 1月
10日のことでしたから，ほぼ35年前のことに
なります。
　その頃は脳出血，くも膜下出血，脳梗塞等

だきたいと思います。
（みどり薬局薬剤師／東京都台東区）

を故・川久保亮先生に教わりました。
　地方例会もありました。「北海道」の故・土
谷茂樹先生，「京都」は故・岡田安弘先生，「博
多」は故・熊手照代先生，「銀座例会」は故・
竹内雅夫先生など枚挙に暇がありません。
故・鈴木荘一先生，松坂勲先生，天野一夫先
生，石橋滋幸先生には感謝しきれません。
　「長寿万歳!!」のその後，どうするの？　木
村然二郎先生の予言が今，現実のことになり
ました。長寿こそが幸せになると思って医学
も医療も家族も頑張りました。しかし，国民
の30％が65歳以上となってみたら，「医学の
進歩は国を滅ぼす」と言われました。医療に
努めず介護に励めと言われて落胆しています。
　今後の日本の医学・医療がどのように変遷
するか分かりませんが，私は開業医として目
の前の患者さんには今まで通りに対応して行
きたいと思っています。
　「人間の医学」記念号に際し，実地医家のた
めの会の会員であったことを誇りに思ってい
ます。
� 2016年 9 月記

（神保消化器内科医院／東京都江戸川区）

の診断は，臨床症状と神経学的所見および髄
液検査が主な診断方法でしたが，この数年前
に，初めて頭部CTを導入し，神経学的所見
および正常な脳脊髄液の人にも脳室に穿破し
ない小さい脳出血があり，さらに脳幹の出血
も発見され，しばしば神経学的所見から診断
困難な例もあることがわかりました。CTの
発見が脳卒中の診断を変えたものでした。
　このことを日本プライマリ・ケア学会に発

�
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表したことから，私のところに松坂勲先生か
らお電話があり，実地医家のための会で脳動
脈硬化による脳卒中の臨床と診断についてお
話しするようにとのご依頼がありました。日
本プライマ・リケア学会で発表した臨床所見
を永井友二郎先生をはじめ，安田勇治先生，
日向野晃一先生，佐藤安正先生，渡辺淳先生，
松村幸司先生，向平淳先生，渡邉武先生など
大先輩の前で講演するようにとのことでした。
　私にとっては大変な名誉のことでした。一
生懸命，原稿とスライドをつくりました。松
坂先生から講演するときには，投稿してもよ
い原稿とスライドを提出するようにとのご依
頼があり，お正月の休みを返上して書き上げ
て， 1月の第 2日曜に発表させていただくこ
とになりました。そのときの講演は，臨床的
に脳梗塞と診断される中にも出血例があるこ
と，また臨床上軽い頭痛を訴える人の中にも
くも膜下出血の人が少なくないこと，認知症
になった人の中に慢性硬膜下血腫がしばしば
認められ，脳神経外科の治療で認知症が改善
することなどをお話しして， 1時間近い討論
のあとで私はたくさんの良い質問をいただい
たことが，いまだ印象に残っております。会
場は東京医科歯科大学の特別会議室であった
と思います。
　それ以来，実地医家のための会に入会させ
ていただき，いろいろと勉強させていただき
ました。毎月第 2日曜の例会には，いつも出
席できるわけではありませんでしたが，会の
講演と討論の模様は，「人間の医学」に詳しく
掲載されており，それを読ませていただくこ
とは大変勉強になりました。
　この頃の実地医家のための会は，東京医科
歯科大学だけでなく，札幌厚生年金会館や東
北大学の講堂，金沢市の公会堂，香川県の公
民館，福岡市の公会堂など，全国の会員のも

とで，その土地の開業の先生方の研究をテー
マに勉強させていただいたことが忘れられま
せん。
　私の住む群馬県では伊香保温泉で東京大学
物療内科の木暮敬先生の温泉療法をテーマに
勉強会が開かれ，また夏の例会は軽井沢プリ
ンスでゴルフコンペと勉強会をするなど，日
本中で観光と勉強をさせていただいたことが
忘れられません。その土地々々で，素晴らし
い医学の知識を持った先生に必ず講演してい
ただき，大学では学べなかったたくさんのこ
とを勉強させていただきました。
　この会が1990（平成 2）年 ４月には，第300
回例会を迎え，これを記念して『今日の人間
の医学』を発刊することができました。松坂
勲先生が編集されたこの本は，1991（平成 3）
年 2 月10日に発行され，定価が４,000円でし
た。「人間の医学」100冊の中からそれぞれ執
筆した先生が，その論文を見事に圧縮したこ
の本は，今読み返してみても勉強になること
が多く，永井友二郎先生が「いつも手もとに
おいて読んでいる」とおっしゃられるように，
子どもの急性腹症から老人の貧血まで私の臨
床の師であったと思われます。
　この『今日の人間の医学』の中から，外来診
療の大切さや心身症の診断，往診カバンの中
のお薬，外来の消化器内視鏡，訪問看護の方
策，老人保健施設の役割，特別養護老人ホー
ムの認知症の問題，在宅医療など，様々なこ
とを学ぶことができました。
　先日，石橋代表からこの会を今後続けるか
どうかとの相談会が開かれました。いろいろ
な意見が出て，全国から会員の先生が集まっ
ていただき，相談の結果，永井友二郎先生の
お手紙は，始めたときには ４， 5 人の会で
あったのがやがて全国に1,000人近い会員を
持つ会になり，様々な勉強会をしてきたこと
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から，どんなに人数が少なくともこの会は続
ける価値があるとのご意見でした。私も毎月
出なくてもよい，日曜日の午後でなくてもよ
い，こうした優秀な在宅医療をしている先生
方のご意見を聞けることが毎日の診療に役立
つことであると，また医師として，大学や学

父と私の実地医家のための会

田所　直子（会員），渡邉　　武（世話人）

　私にとっての初めての実地医家のための会
は，父・渡邉武と参加した第４４2回例会（2003
年 ４ 月）に遡る。インフルエンザについての
総論とアンケート調査結果報告があり，約�
30名の参加者があったと自分の記録にある。
見回すと平均年齢65歳の会合で，女性医師は
不在，４0歳代は少なく，ちょっと恐れ多いな
と感じながら入会させていただいた。自分が
子育てから少し手が離せるようになったこと
と，信頼できる医師仲間ができると父が話し
ていたことも背景にある。
　入会すると送られてきたのは趣意書であっ
た。今も大切な宝であるが，圧倒的な存在感
のある永井友二郎先生の直筆の色紙で会の理
念が高らかに謳われている。“ための会”の設
立にあたり東奔西走された当時の開業医は診
療から公衆衛生まで全てを担って多忙の極み
にあったと思う。当院は両親が切り盛りして
いた診療所なので，患者に事があると盆も正
月もなく，昼夜を問わず対応していた。今で
こそ地域連携をうたって病院の敷居も低く
なったが，昔は大学病院が頂点であり，開業
医が何を言うかという雰囲気であったと聞く。
そんな日々の中で統計や法律を医療に取り入
れ，医師主導で先駆的に全国規模の調査をし
た“ための会”の開業医達の存在は特筆すべき

会で学ぶことのできない大切な知識を得たい
と思っています。
　どうかこの会が細く長く続いて若い先生方
の手による「新・人間の医学」が発行されるこ
とを願っています。

（老年病研究所／群馬県前橋市）

ことだ。
　その後この会を母体に1978年に旧日本プラ
イマリ・ケア学会が誕生したが，父はなかな
か医学会が認めようとしなかったと話してい
た。しかし大学ではなく開業医が主導で学会
をつくったこと，さらに医療に従事する誰も
が発表することができる会ができたことを殊
更に喜んでいた。地方での勉強会も多く，父
が喜び勇んで出かけていた楽しそうな写真が
沢山ある。参加者それぞれが情熱をもって
“ための会”ならびに学会をつくり上げていっ
たのだと思う。
　この会では素晴らしい先輩，同輩，後輩の
先生との出会いがある。「医療ってこんなふ
うに考えていいのか」「医療者以外の側面を
生かすことができるのか」という驚きがあり，
さらに勉強一筋だけではなく人生に余力があ
る先生が大勢いらした。地方例会は，勉強は
もちろんだが，地元の先生との歓談があり，
いつも以上に楽しそうな先生方とのひととき
が楽しい。
　ただ，2009年に宮崎市で開催された旧日本
プライマリ・ケア学会が最後の地元の開業医
や医師会長さんらの心尽くしの地方学会だっ
たと思う。2010年に日本プライマリ・ケア連
合学会になって以降は残念ながら従来の母体
であった熟練開業医の参加が少なくなった。
また2015年に筑波での連合学会で父の永井友
二郎賞授賞の折りに代理人としてひと言を述
べる機会を得て，日本プライマリ・ケア連合

�
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学会の原点がこの“ための会”にあることを話
させていただいたが，会場の若い先生方がほ
とんどその事を知らないと感じて大変残念に
思った。
　確かに“ための会”は勉強会で，それも昔な
がらの地味な勉強会である。現代では新しい
診断推論・方法・診断基準・治療法が次々と
出てくるため，スピード感を持っていないと
医療情報にも疎くなってしまう。しかし，そ
れで昔より問題がどんどん解決しているかと
いうと，果たしてそうとも言えない。信頼で
きる人々との繋がりは大切であり，今後も現
実の医療の本音が言える会は残って欲しい。
　学会で「ための会のコーナー」を設けて発信
しておけばよかったか。「ための会の�HP」や

開業医の「生き方の定義」を学べる場

外山　　学（世話人）

　私が入会させていただいたのは，2003（平
成15）年 7月，日本プライマリ・ケア学会（当
時）の理事に就任した際に，矢吹清人先生が
お声がけしてくださったことがきっかけでし
た。あとで知ったことですが，会が誕生した
1963（昭和38）年 2月はちょうど私が生まれた
月で，私と同じ年齢のこの会に，不思議な縁
も感じている次第です。
　私は，今のように医学部の授業に医療面接
が取り入れられる前の時代に卒業し，特に夜
間の救急を売りにした病院で最初の研修をし
たせいか，追い立てられるように患者さんを
早くさばこうとするくせがなかなか抜けず，
患者さんとの会話，ひいては自分の診療に，
なかなか深み，人間味が出ないことを自覚し
ておりました。
　そのような時に，永井友二郎先生をはじめ，

ネット上のやりとりは残して年に何回か集ま
るのはどうか。毎回，協和企画の皆様のお手
伝いにはご苦労が多々あると思われるが，
故・鈴木荘一先生がご用意くださった医科歯
科の講義室に集まることができなくなること
は残念である。父の生きがいであり，若輩の
私を育ててくださった“ための会”は私共の大
切な宝である。
　最後に，現在，父は介護を受け，車椅子生
活ではありますが，90歳を過ぎて小康を得て
おり，永井先生をはじめとする大勢の先生方
からいただいた励ましのお言葉に心から感謝
し皆様にくれぐれもよろしくとのことです。

（渡辺医院／千葉県船橋市）

この会の先生方に出会うことができ，まさに，
自分の勉強したいもの，求めていたものがこ
こにあった！　との思いで，大阪から例会に
通うようになりました。
　いつしか私も，医者人生の折り返し点を過
ぎ，体力や気力が下降線に向かう中，残りの
時間をどう使うかを考えなければならない歳
になりましたが，開業医（地域の医師）として
の「生き方の定義」を学べる，これ以上の場は
ほかにはありません。
　最近，さまざまなところで，患者の話を
じっくり聞くことの重要性が強調されていま
す。そのような，まさにこの会が大切にして
きたことに陽が当たる段になって，私と同様
の，あるいは下の世代の方に，十分に会の魅
力を伝え，会員になっていただき，会を維持
する努力が及ばなかったことを，ほんとうに
心苦しく感じております。
　明日からすぐには役立たないかもしれない
けれど，あとから，学んだことがじわじわ効
いてくる会，あるいは，目新しいことばかり

�
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ではないけれど，原器となって，自分のその
時の立ち位置を再確認させてくれる会の灯を，

往時茫々

西林　茂祐（会員）

　私が実地医家のための会に誘われたのは何
時のことだったか，しかとは覚えていない。
　芦屋の故・瓜谷先生に誘われて，兵庫県支
部の設立に参加した。
　初めは小人数で，一つのテーブルを囲んで，
自験例などを存分に話し合っていた。
　次第に人数が増えて，大きな会場を使う程
になったし，東京からも来ていただけるよう
になった。講師の話より，その後の自由な発
言の方が面白く有益であった。正に実地医家
のための「談話室」だった。
　何度か回を重ねるうちに，若い人が減って
いった。それは実地医家のための会では日本
医師会の研修単位が取れないことが一つの原
因であったと思う。
　どうにもやり繰りがつかなくなり，やがて
　「じり貧よりも……」
と，解散すると決めた。解散パーティを開い
たが，集まったのはほんの僅かで，用意した
料理が余ってしまった。
　実地医家のための会で，コンピュータの話
があった折に，遙々東京まで出掛けた。そこ
には，永井友二郎先生が居られた。隣に居ら
れた渡邉武先生が，
　「此処へ」
と，永井先生隣の席を譲ってくださった。皆
様から細かい心配りを受けて，居心地が良く，
次第に参加する回数が増えていった。
　永井先生からのお誘いで「俳句をつくろう
会」にも参加。顔なじみも出来，出席回数が

消したくないというのが正直な思いです。
（益田診療所／大阪府門真市）

増えた。
　言いたいことが言えるようになり，
　「実地医家のための老人会」
などと，憎まれ口をたたいていた。
　程なく，今本千衣子先生も旭川からはるば
る参加され，丁度父娘ほどの齢の差で，ずっ
と親しくして貰っている。
　時代が変わり，医学も次第に狭い分野を深
く追求する傾向が強く，我々のような広く浅
くという臨床家は主流ではなくなってしまっ
た。
　その欠点が現れて，総合内科が生まれ，今
では�NHKまで「ドクターG」を放送している。
　私は大病院志向の強い若いクランケに，「医
師とは蒲鉾板のようなもので，縦にみるか，
横にみるかの違いだけだ。
　広く浅くか，狭く深くかのどちらかだ」
と，言っている。
　しかし，大病院へ集中する傾向は年々強く
なっていく。時流には逆らえない。
　また，開業医の生態も変わって，学術講演
会にはあまり出て来ないが，健康保険の点数
改正とか，税金の話なら会場は満員になる。
　政府の低医療政策で，収入が減少したのも
影響が大きい。人件費も出ないようなら，勢
い経済努力をするのはやむを得まい。
　一方，金の掛かるMRIなどは，
　「念のために」
と称して，不要と思われる場合にも撮ってい
ることもある。そしてそれが医療費の増加に
拍車を掛けている。
　医は仁術と言う。では仁とは何か？
　曽子が
　『仁ハ忠恕ナリ』

�
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と，言っている。
　忠とは一生懸命に努力すると言う意味であ
り，恕とは相手の立場に立つということだと
私は思う。
　そんな志を同じくする者の会，実地医家の
ための会がさびれるのは悲しいことである。
　経済的理由から，もう「人間の医学」を出せ

医師として人生を支えてくれた 
実地医家のための会

村田　洋二（世話人）

　実地医家のための会との初めての出合いは，
軽井沢全国医学生ワークショップでした。そ
の後，東京女子医大在職中に，永井友二郎先
生とのご縁があり，会員として現在に至って
居ります。
　開業医であった亡き父からも，「歴史ある
優秀な先生方の集まりだよ」と，よく聞いて
いました。父の脳卒中後遺症が急変したため，
私は，大学病院勤務医から，急遽，開業医と
なり，暗中模索の中，特に小児科関係で疑問
に思った時など，石橋幸滋代表，田所直子先
生をはじめ，会員の先生方には本当にお世話
になりました。そして，何よりも，実地医家
のための会の先生方の品格ある考え方，態度
から多くを学ばせていただきました。
　何度か，企画させていただいた名古屋例会
も，今では，とても懐かしい思い出となって
います。副代表も務めさせていただきました

ないと，事情の説明を受けた。どうしようも
ないと頭では理解しているが，寂しいことお
びただしい。
　しみじみ時の流れを感じている。
� 2016年10月17日記

（西林医院／兵庫県西宮市）

が，91歳になる母の自宅介護で，度重なる急
変が続いているため，12年続けてきた地元医
師会理事も本年で辞しました。考えてみれば，
愛知県公害健康被害認定審査会副代表（会長
代理），いきいき健康推進委員会，子どもの
いじめ防止対策委員，不登校対策協議会委員，
その他，学校医や介護認定委員等，地域の開
業医として如何に生きるべきかを考えながら，
一生懸命頑張ってきたつもりです。
　私も，今年で58歳になりました。日常の診
療において，いろいろな事で迷った時には，
永井先生が築かれた実地医家のための会の名
前を傷つけないような判断をと，常々考えて
きました。平成28年10月20日，愛知県庁にて，
大村知事より公衆衛生関係功労者として表彰
を受け，先月は，警察署長より感謝状もいた
だきました。この歳になり，ようやく，地元
に貢献出来きたのかなと思えるようになりま
した。これからも，医療のみならず，実地医
家のための会が目指す，患者さんが，何でも
相談できる良き開業医として，頑張っていき
たいと思って居ります。
（村田メディカルクリニック／愛知県東海市）

�
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●ほんのひとなで● 神保勝一

　平成28年10月に出版された自家本です。
主として「日矢」「人間の医学」「日本医事新
報」などに投稿された文章です。
　本著の序文には，次のような記載があ
ります。「この九月で私は98歳になります。
　男ばかり ４ 人兄弟の次男坊で気の弱い
人間でしたが，太平洋戦争では激戦をよ
く戦ってきたと思います。戦後もたいへ
んな時代を生き，良き師，良き友人たち
にめぐまれました。幸せな人間でした。
この小文集はすべてこの私が関心を寄せ，
興味をもつた事柄です。」
　外国人もおどろくような日本語の美し
さに魅了されて，日本国籍まで取得した
例が挙げられています。クリス・ハートさ
んは「私は日本語が大好きです。この日本
語のなかでとくに好きなのは，おかげさ
まで，ということばと，仕方がないとい
うことばです。おかげさまでとは，すべ
てのものへの感謝のこころであり，仕方
がないとはあるがままを尊ぶ，潔さを示
している」と述べられています。
　永井先生はより良い医療のために，言
葉の勉強と，丁寧な言葉の使い方が何事
も基本であると考えて実践されてきまし

た。その中には我が国の万葉以来の言葉
の世界に身を置いて俳句の道にいそしま
れておられます。
　私が美しく老いた先人として頭にえが
いている人を挙げてみます。まず歴史上
の人としては，西行と一休，現代の方で
は幸田文さんと吉村昭さん。西行は鳥羽
上皇の北面の武士。天皇の妃，待賢門院
に思いをかけ，受け入れられました。西
行は詩歌のみならず，仏教上の先達でし
た。72歳亡くなられました。一休さんは
後小松天皇の皇子，厳しい反面破戒僧で
もありました。私はここが好きです。
　魯迅著の「藤野先生」が紹介されていま
す。仙台の医学専門学校解剖学教授藤野
厳九郎先生は留学生魯迅に聞きます。「私
の講義が書ききれますか，ノートをもっ
てきてみせてごらん」。魯迅が提出した
ノートは最初から最後まで全部朱を入れ
て添削してあった。不足は補足され，文
法の間違えも訂正されていた。この事は
魯迅の人格形成に多大の影響を与えずに
おかなかったと思われます。
　最後に，「この世に生をうけ，多くの
方々のお世話になり，戦争にも生き残り，
たいへんな長命をたまわりました。御礼
の申し上げようがありません。この日本
に生まれ，ほんとうによかった。美しい
ことば，美しい国で，やさしい友人たち
にめぐまれました。心から御礼申し上げ
ます。」

『日本語は美しい　美しい日本』

永井　友二郎　著
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実地医家のための会ホームページのご案内
　実地医家のための会のホームページのコンセプトは「リレーション」です。会員と会員との繋が
りから生まれてくるイノベーション，50年にわたる活動を未来へを繋げていくバトンをイメージ
しております。

　ホームページでは，「人間の医学」をオンラインで閲覧することが可能です。原稿執筆いただけ
る先生方は，オンライン公開される点をご了承ください。また，「リレーエッセイ」というコンテ
ンツでは，会員の先生方から随想をお送りいただき掲載していく趣向となっております。
　ホームページ内には「Webアルバム」が設けられておりますが，一般の方は閲覧できないよう
にパスワードを掛けております。下記IDとPWを入力の上，閲覧ください。
ID� ：�jicchiika
PW：�ningeniryo
　実地医家のための会ホームページをぜひご覧ください。
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編集室より

有終の美を飾る

神保勝一
　「人間の医学」の記念号は第253号となりま
した。IT�の凄まじい進歩で紙媒体が激減し
ています。神田の本屋街が寂しくなりました。
殊に目立ちますのが三省堂の医書部門です。
明らかに縮小されました。八重洲ブックセン
ターも縮小されています。医学雑誌のバック
ナンバーはお取り寄せになりました。その反
面，Google�図書検索で本を探すのは簡単で，
何処にどんな本があって，新品では幾ら，中
古なら幾ら，急げば16時間以内に届けるとあ
ります。驚くばかりです。
　第253号の巻頭は，永井友二郎先生に「私の
意見」を書いて頂きました。例会の記録です
が，第580回は血栓性疾患対策，天野晶夫，
高玉真光先生　第582回はプライマリ・ケア
と漢方，津田篤太郎先生　第583回は実地医
家が取り組む在宅医療　辻　哲夫先生，新田
國夫先生，永井友二郎先生，そして，三先生
による鼎談　第585回は医療と言葉，コミュ
ニケーションを考える，矢吹清人先生，石川
善樹先生でした。書評・ほんのひとなでは，
永井友二郎著「日本語は美しい　美しい日本」
を掲載しました。

終刊にあたり

松坂　勲
　「人間の医学」は1963年の創刊以来連綿と続
いた例会活動を中心に記録しています。それ
ぞれの時期にかかわった編集人が分担協力し
て織りあげた毎号です。例会は590回に及び，
53年間・253号の誌齢を数えるに至りました。
　人間的医療を第一義として実践するために
実地医家の一人ひとりが主体者として会員と
なり集まったのがこの会でした。初期のころ
は会員が全国から馳せ参じるほどの盛会を見
せており，本誌も年に数回の発行を長年維持
していました。誌面に発表者や寄稿者の，そ
して記録係の汗と涙が滲んでいるようでした。
　発足15周年目に日本プライマリ・ケア学会
を創設したのも本会の発展的な局面でした。
個の学会からグループ，団体の学会へ転身し
て，学会活動の幅は広がった観はありました
が，個々の人間的結びつきは希薄になったよ
うな雰囲気を感じました。
　その後の会の歩みは決して平坦なものでは
なく，世話人の高齢化や世相，医療環境の変
遷とともに成長の神話は壊れていき，会誌の
製作費や運営経費などの財政の逼迫から，会
の命運が問われるまでの事態となっています。
会員の総意を徴した結論により，本誌の製作
発行も中止やむなし，ということになり，こ
こに「人間の医学」終刊を決意せざるをえませ
ん。編集のラインにいた者として慚愧と悲憤
の涙がでてきます。幸いにホームページで例
会の軌跡は辿れます。他日，何らかの本会正
史の実現を望めたらと思います。
　執筆，寄稿頂いた先生方をはじめ会員の皆
様にご叱責とお詫びを乞い，心から感謝を申
しあげる次第です。
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◆暖冬と言われながらも，冬になりました。お
元気ですか。「人間の医学」も出版を重ねて通巻
253号となりました。惜しまれながらも，会員
の高齢化と減少によって「記念号」を出すこと
になりました。

◆会員皆様から一言を頂きたいとお願い致しま
した。現在80名余の会員がおられる筈ですが，
ご投稿いただきました会員は12名でした。お
言葉を賜りまして感謝申し上げます。あいう
えお順にお名前をあげさせて頂きます。

◆天野一夫先生，ITをいち早く医療に取り入れ
た先駆者。

◆今本千衣子先生，北海道から良く東京に通わ
れました。誌人。

◆岩㟢康一先生，山梨から青年の主張コンクー
ルに参加，すでに４0代で「僕でもいいの」「いい
とも」

◆方波見康雄先生，永井秀夫先生（永井友二郎先
生の賢弟）を尊敬する「まちのお医者さん」。

◆黒羽根洋司先生，「豊の秋　町医者として　
三十年」。

◆高玉真光先生，脳血管障害と老人医療の権威。
◆田所直子先生，渡邉武先生，本会は女医先生

が少ないが，一人一人は皆一騎当千。日本プ
ライマリ・ケア学会を育てたブーさんは今，
90歳。

◆外山学先生，若手のホープ。情報収集・広報・
解析能は日本屈指。

◆西林茂祐先生，若手医師に云う「医師とは蒲鉾
板のようなもので，縦にみるか，横にみるか
の違いだ」。知恵と知識の宝庫。医は仁術なり，
相手の立場になって，努力することです。

◆村田洋二先生，女子医大勤務の時，開業医で
あった父から聞いた「歴史ある優秀な先生方の
集まり」と。石橋，田所先生に小児科で相談し
た。今や名古屋の柱になっている。有難うご
ざいました。

◆巻末に平成27年と28年の会計報告があります。
平成27年度の正味財産が23４万余となっていま
す。平成28年度の残った財産は，32万余とな
りました。来年平成29年度に，もし会費を徴
収すれば150万余は集まると思いますが，その
金額では，「人間の医学」一回の出版もかない
ませんし，会場費を賄うのがやっとと思いま
す。医学の進歩に努力せず，介護に励め，こ
こまででしょうか。

� （神保勝一）




